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放射線治療適応例のうち， 83/515 (16.1%) に再発を認めた。放射線治療後， 71. 6%は 1 年以内に
再発しており，その時点、での stage は T3 ， T4 が79.3% を占めていた。
再発例に対する二次治療は，ほとんど手術治療が行なわれた。二次治療をおこなった放射線抵抗性喉







面から，声門部癌を 5 型に，声門上部癌も 5 型に分類された。
間質反応では，結合織の増殖性反応の増大と血管の変性がみられた。リンパ球様細胞の法出性反応
は篠出軽度の例により強く，族出高度の例により軽度であった。 M icroangiography では，血行動態
分類(佐藤)の H 期 (hypoxic stage) ，田期 (anoxic stage) を呈していた。
〔総括〕
(1) 放射線治療後に再発した喉頭癌症例 180 例について，臨床病理手邸哉学的に検索した。再発例の
71. 6%は l 年以内に再発しており，再発手術時の stage は照射前より進行しており， T 3 , T 4 が
79.3% を占めていた。再照射で治癒した症例はなかった。





ら腫虜構築の面から声門部癌を 5 型，声門上部癌も 5 型に分類し得た。




放射線治療後に再発した喉頭癌症例 180 例について，臨床病理組織学的ならびに， microangio・
λ斗
A
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graphy を用いて検索した。腫蕩の進展，深達および形態学的にも特徴があり，一定のパターンがある
ことがわかった。また間質は血管反応の低下と結合織の増生がみられ，島状に存在する腫蕩残存像と
接出の増加が特徴的で，腫蕩構築像は，悪性化修飾を受けることが推察された。
以上の諸点、は，臨床的にも利する所が大きく，本論文は医学博士を授与するに充分値するものと思
7 。
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